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特集│被ばく線量管理と防護の今！2025

はじめに

令和3年4月に施行された改正電離放射
線障害防止規則により、職業被ばくにお
ける眼の水晶体の等価線量限度が引き下
げられ1）、放射線業務従事者の水晶体の防
護が一層重視されるようになった。これ
を受けて、これまで、放射線防護眼鏡をは
じめとした各種の防護具の開発が進めら
れている。これらの防護具には、原子番
号が高く加工性にも優れる鉛が使用され
てきたが、鉛には人や環境に対する毒性
があるという問題がある。例えばEUでは、
廃電気・電子機器に含まれる物質による
環境汚染および人体への悪影響を防止す
るた め、特 定 有 害 物 質 使 用 制 限 指 令 

（RoHS指令） が公布されており、2011年
の再制定以降は鉛を含む10物質について、
電気・電子機器中での最大濃度を超える
使用が規制されている2）。現在、医療機器
における電離放射線の遮蔽材中の鉛の使

用は例外的に認められているものの、将
来的には鉛に代わる材料の利用が促進さ
れると考えられる。したがって、放射線防
護においても、人と環境に配慮した製品
開発の重要性が今後高まっていくと予想
される。

人と環境にやさしい
鉛フリーな放射線防護眼鏡

株式会社トクヤマ、昭和光学株式会社、
株式会社超越化研との産学連携により、

医 療 用 放 射 線 防 護 眼 鏡「for X-GUARD 
BieW」を開発した。本製品の最大の特徴
は、レンズ及びフレームに鉛を一切使用
していない点にある。レンズには、環境
毒性の低いビスマスを株式会社トクヤマ
の独自技術により高濃度で溶解・硬化さ
せた材料を使用しており、産業廃棄物と
してではなく、通常の廃棄物として処分
可能である （表1）。また、ビスマスレンズ
には抗菌作用・抗ウイルス性があること
から、環境と人体の両方に配慮した製品
となっている。さらに、本製品は優れた防
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　This article introduces a newly developed lead-free medical radiation protection eyewear and a lead-
free coating with radiation shielding properties, created through industry-academia collaboration 
between our university and three companies. The eyewear lenses are made using bismuth, a material 
with low environmental toxicity, resulting in a product designed with consideration for both human 
health and the environment.
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表1	 ビスマスレンズの特徴




